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キク科植物のウイルスに関する研究












rus (TAV)は主としてキクの花序の掻化，小花のゆがみ，有色品種では colorbr回 king
などをおこすといわれる (5，11).わが国の栽培ギクは TAVの外，数種の未同定ウイル
スの重複感染を受けている場合が多い.混合感染株から TAVを分離することは容易であ
るが， その反対に汁液接種試験で TAVをとり除くことは普通には困難である. 実際，
このことは TAV以外のキクのウイルスの同定の障害となる場合が少なくない.このよう










柿これまでに12株の TAVが分離され，この中の5株から TAVの外に， dip法試料について







種には Mj10同 7.8リン酸緩衝液で搾汁を作り， カーボランダムを用いた常法により行
なった. 戻し接種と物理性のための検定植物として， Samsunタパコ，N. glutinosa， 
Chenopodium amaranticolor， C. quinoaなどを用いた.
実験結果
寄主 範 囲と病 徴
TAVの寄主範囲と病徴についての記載はこれまでにも数多くあり (3，4， 5， 7， 11)， 
著者らの実験結果もこれらとほぼ一致する.寄主と主な病徴とを次に簡単に記す.
コギク Chrysanthemum sp. (種名不詳〉若い実生苗に接種すると全身感染するが，葉




シロムシヨケギク C.cinerariofolium B田 C. 全身感染するが，葉，花ともに病徴は見
られなかった.
シュンギク C.coronarium L. 全身感染するが，葉，花ともに無病徴であった.
フランスギク C.leucanthemum L. 全身感染するが，葉，花ともに病徴は明瞭でなか
った.




カッコウアザミ Agoratumconyzoi冶sL. 上葉は軽い mottleを示す. 花にはとくに
著しい病徴は見られなかった.
リュウゼツサイ Lactucadracoglossa Makino 上葉は軽微な mottleをあらわす.花
に病徴は認められなかった.
チシャ Lactucasativa L. (グレートレークス〉全身感染し， 上業に退緑小斑点を生
じ，えそ小斑点を伴う.
ジニア Zinniaelegans ]acq. 全身感染し，上薬は mottleを呈する.
エゾギク Callisteρhuschinensis Nees 全身感染し，上葉に退緑斑点を生じるが，これ
らは後に軽いえそとなり，軽微なモザイク病徴を示す.花には病徴は認められなかった.
ヒマワリ Helianthusannuus L. 子葉または初生薬に接種すると，前者にはえそ小斑
点，後者にはえそ斑点を生じるが，全身感染しなかった.








N. rustica L. 接種業に最初退緑斑点を生じるが，後に周縁から褐色のえそとなる.全
身感染して，上棄は奇形となって激しいモザイク病徴を示し， 葉裏に顕著な enationを
生じる.




N. clevelandii Gray 接種業に局部退緑病斑を生じる.全身感染して萎縮，貧化，葉の
変形，およびモザイクなどの病徴をあらわす.
ペチュユア Petuniahybrida Vilm. 接種葉に軽い局部えそ病斑を生じる.全身感染し，
上棄は明瞭なモザイク症状を呈する.花弁の一部の欠失，斑入り，花弁の外側に enation
を生じるなど，花での病徴は特徴的である〈図版C).






Physalisβ'oridana Rydb. 全身感染し，明瞭なモザイク症状を呈する. 小葉のとくに
先端部が中肋だけとなった奇形業を生じ，棄の裏面に enationを生じる.
シロパナヨウシュチョウセ γ アサガオ Daturastramonium L. 接種葉に直径ら-10
mmの退緑斑点を生じ，全身感染しない.




C. quinoa Wi1ld. 接種葉に周縁の不明瞭な退緑病斑を生じ，後に病斑は褐色のえそと
なる.全身感染しない.接種葉でのウイルス濃度は高い.キクから直接接種する場合の検
定植物として好適と考えられる.
ホウレγソウ Sρinaciao/eracea L. 接種棄に局部えそ病斑を生じ，全身感染すると，
上薬は変形し，モザイク，萎縮，質化をあらわす.
ツルナ Tetragoniaex，μnsa Murr. 接種葉に白色のえそ斑点を生じ，病斑の縁は退緑
化する.全身感染しない.
センエチコウ Gomρhrenag lobosa L. 接種葉に栗色の縁のある灰白色のえそ斑点を生
じ，全身感染して上葉はモザイク症状を呈する.
ゴマ Sesanumindicum L. 接種葉に黒褐色のえそ小斑点を生じ，これらは後に葉脈に
沿って流れることもある.全身感染しない
-57ー
トウモロコシ Zeamays 1. 接種葉に灰白色の局部えそ病斑を生じ，縁は多少褐色を帯
びる.全身感染しない.
エンドウ Pisumsativum 1. 接種葉に褐色のえそ小斑点を生じるが，ウイルスは回収
されていない.全身感染しない.
ソラマメ Viciafaba L. 接種葉に褐色のえそ斑点または輪紋を生じる.接種葉からウ
イルスは回収された.全身感染しない.
ササゲ Vignasinensis (Torner) Savi 初生業に接種すると，褐色のえそ小斑点を生じ
るが，ウイルスの回収はできていない.全身感染しない.
スイートピー I~thyrus odoratus L. 接種葉に白色のえそ小斑点を生じ，全身感染し
ない.接種葉からウイルスは回収されなかった.
下記の植物は汁液接種で、感染しなかった.
カカリヤ Cacaliasp.，キンセンカ Calendulaofficinalis L.，キ γケイソウ Coreoρsis
drummondii Torr. et Gray，ハルシャギク Coreoρsistinctoria Nutt.，ダリヤ Dahlia
sp.，フラ γスコギク MatricariacaJう'ensisHort.，マリーゴールド Tagetessp.，ナス
Solanum meloilgena 1.， キュウリ Cucumissativus L.，セイヨウカボチャ Cucurbita
maxima Dcne..ベホ・カボチャ C.JうゆoL.，ヘチマ Luffacylindrica Roem.，カプ Bras-
sica raμ 1.，ダイコ γ Raρhanussativus L. コモンベッチ Vicia sativa L.，インゲン














対照 50.C 55 60 65 70 
3.7* 0.5 0 0 0.3 0 


























度については別の成績を含めて 3. 保 存限度(18.50C)











0 5.8 0.8 
* Nicotiana tabacum L. var. Samsunの3-5枚の
接種葉に生じた局部病斑の葉1枚当りの平均数.
紳 Chonopodiumamaranticolor Coste & Reyn.の3
枚の半業に生じた局部病斑の半葉当りの平均数.




siρhoniella sanborni Gill.?を用いて予備的な TAV伝搬試験を行なった.使用したアプ












アプラムシ ベチュニア→ Physa/isf/oridana 
ベチュニア→ Nicotianag/utinosa 







N. g/utinosa→ N. tabacum var. Samsun 





P. f/oridana→ P. f/oridana 
キクヒメヒゲナ~. '? シュ γギクー 令、ンュンギク*ガアプラム γ ・
120， 120 0/9 
30. 30 0/6 



























対照 0/2 0/2 
'分子は2次ウイルスの感染を受けなか
った個体数:分母は接種個体数.供試












した. CMVには CMV-l，CMV-2， および CMV-3の3株を用いた.結果を第4表に
示す.








































供試植物は N.tabacum L. var. Samlun. CMV-1， CMV-2.および CMV・3はそれぞれ2月
'2:l日， 4月9日，および4月11日に接種した.
この実験では， CMVのSamsunタパコで-の経時的浪度変化については試験していない
















して， CMVはつくらない;Chenopodium amaranticolor接種葉で， TAVのつくる病斑
は CMVのそれよりも小さし、;TAVはキュウリに退緑斑点をつくらず，全身感染もしな






搬されることが明らかにされており (3，4， 13)， CMVについても同様である (13)，過
去のTAVとCMVの聞の干渉試験の結果は研究者によって一致せず.Blencoweら(1)，
Brierleyら(2)， および Hollings(11)は両者聞に干渉効果を認めることができなかっ
た，としているが， Hitchborn (10)， Govier (わ，および Graham(8)はこれを認めた.








る工また.Lawson (15)は Blencowetypeの TAVとPriceの CMVの yel10wstrain 
とが相互に血清反応し，両者が血清学的に関係ある，と主張している. このように，研究
者によって結果は一致しない. これは， おそらく， 供試ウイルス株の相違， 抗血清の力
価，血清反応試験の手法上の相違に帰せられるのではないかと考えられる TAV抗血清
がまだ得られていないので， 本報では TAVと CMVの関係については血清学的な検討
はできなかった.
摘 要
採集した21品種のウイルス擢病キクのうち， 5品種から tomatoaspermy virus(TAV) 
が検出された TAVは，キク科では， コギク， ヤグルマギク， テンニγギク， フラン
スギク， シロムシヨケギク，エゾギク， シュンギク， チシャ， カッコウアザミ， リュウ
ゼツサイに全身感染し，ヒマワリに局部感染した;ナス科では，Nicotiana tabacum， N. 
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glutinosa， Physalis floridanaなどの葉の裏面に，ベチュニアでは花弁に enationを生じ，






(18.50C)であった Samsunタパコを用いた CMVとの干渉試験の結果， CMVは TAV
に対して干渉効果が認められたが， TAVの CMVに対するそれは不完全であった.
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D. TAVに全身感染した品 g/utinosaL.の葉の裏面に生じた enation.
E. TAV ~こ全身感染したテンニ γギクの葉にあらわれた退緑輪紋.
F. Chenopodium amaranticolor Coste & Reyn.の TAV接種葉に生じた白色の微
小点病斑.
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